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      カメラニュース

春の訪れとともに　町並みを彩る
～たけはら町並み雛めぐり～

　

２
月
11
日
～
３
月
20
日
、
町
並

み
保
存
地
区
で
、
た
け
は
ら
町
並

み
雛
め
ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
並
み
保
存
地
区
内
の
施
設
や

店
舗
に
、
竹
原
の
商
家
ゆ
か
り
の

雛
人
形
や
、
江
戸
か
ら
平
成
ま
で

の
雛
人
形
が
登
場
す
る
雛
め
ぐ
り

は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
に
行
わ
れ
た
子
ど
も

雛
め
ぐ
り
で
は
、
約
20
人
の
子
ど

も
た
ち
が
華
や
か
な
着
物
に
身
を

包
み
、
笠
井
邸
か
ら
町
並
み
保
存

セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
き
ま
し
た
。　

少
し
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、

お
雛
様
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の

竹原っこ夢プロジェクト
in 竹原中学校＆忠海東小学校

姿
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
可
愛

い
ね
～
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
た

け
は
ら
か
ぐ
や
姫
の
町
並
み
ガ
イ

ド
」
に
は
、
市
内
の
家
族
連
れ
や

観
光
客
な
ど
、
毎
回
約
15
人
、
計

約
60
人
が
参
加
。
雛
人
形
を
探
し

な
が
ら
、
か
ぐ
や
姫
と
一
緒
に
、

町
並
み
保
存
地
区
を
巡
り
ま
し

た
。

　

「
昔
の
雛
人
形
と
、
今
の
雛
人

形
は
、
顔
が
全
然
違
う
ん
じ
ゃ

ね
ぇ
。
」

と
話
を
し
な
が
ら
、
雛
人
形
を
見

比
べ
る
親
子
の
姿
も
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
、
今
年
の
町
並

み
雛
め
ぐ
り
。
来
年
も
楽
し
み
で

す
ね
。

　

３
月
９
日
と
15
日
、
竹
原
中
学

校
、
忠
海
東
小
学
校
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
「
竹
原
っ
こ

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

竹
原
中
学
校
で
は
、
応
援
歌
作

り
を
企
画
。
県
内
の
音
楽
グ
ル
ー

プ
「
パ
ラ
レ
ル
リ
ー
プ
」
が
、
生

徒
、
保
護
者
、
地
域
の
人
か
ら
募
っ

た
、
卒
業
す
る
３
年
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
歌
詞
に
取
り
入
れ
、「
君

の
ふ
る
さ
と
」を
作
曲
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
を
送
る
会
で
は
、
「
パ

ラ
レ
ル
リ
ー
プ
」
が
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
在
校
生

と
と
も
に
歌
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
か
ら
は
、
「
す
ご
く
感

動
し
た
。
」
「
部
活
な
ど
を
頑
張
っ

た
中
学
校
生
活
３
年
間
を
思
い
出

し
た
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

忠
海
東
小
学
校
で
は
、
お
菓

子
作
り
を
企
画
。
４
年
生
10
人

が
、
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
行

事
で
、
出
席
者
に
配
布
す
る
ク
ッ

キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
作
業
を
分

担
し
、
協
力
し
な
が
ら
作
っ
た

ク
ッ
キ
ー
は
、な
ん
と
９
０
０
個
。

休
憩
も
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
っ

て
作
っ
た
友
田
茉ま

ひ

ろ尋
さ
ん
は
、

　

「
ず
っ
と
立
ち
作
業
だ
か
ら
足

は
少
し
し
ん
ど
い
け
ど
、
楽
し
い

で
す
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
夢
が
、
形
と
な
っ
て
実
現
し
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　３月９日、市内で、東日本大震災被災者

支援を目的とした、街頭募金活動を行いま

した。小坂市長をはじめ、脇本市議会議

長、市議会議員、市職員が参加し、合計

113,107 円が集まりました。お預かりした

義援金は、すべて被災地に送ります。

　また、震災から１年を迎えた３月 11

日 14 時 46 分、市内全域でサイレンを吹

鳴。公民館まつりの参加者をはじめ、多

くの市民が黙とうをささげて、犠牲者の

冥福を祈りました。

　震災の記憶をいつまでも風化させるこ

となく、復興に向けて一歩ずつ進んでい

くことが大切ではないでしょうか。

　３月１日～ 14 日、たけはら美術館文

化創造ホールで、「日本のウイスキーの

父 竹鶴政孝特別展」が開催されました。

　特別展では、竹鶴氏の幼少期時代から

晩年の写真や、1920 年頃のウイスキー、

関連書籍など、竹鶴氏に関する様々な品

が多数展示されました。

　来場者数は、2,735 人。期間中は、講

演会も開催され、大盛況のうちに幕を閉

じました。

　３月 22 日、市内小学校

で、卒業式が行われました。

　東野小学校では、先生や

在校生、保護者、地域のみ

なさんが見守る中、16 人

の卒業生が慣れ親しんだ学

校に別れを告げ、新たな一

歩を踏み出しました。みな

さん、中学校でも、がんばっ

てください。

６年間の思い出を胸に

震災から１年　被災地への祈り

竹鶴政孝氏の世界にひたる

　３月 24 日、文化創造ホー

ルで、認知症講演会が開催

されました。市内事業所の

みなさんによる、認知症に

関する寸劇で、会場が和ん

だ後、広島県東部認知症疾

患医療センターの小山田孝

裕さんが、認知症について

講演。参加者は、真剣に耳

を傾けていました。

認知症を正しく理解し　安心して暮らせるまちへ

　３月 25 日、勤労青少年

ホームで、きんせい祭りが

開催されました。パネル展

示やバザー、各講座の発表、

フードコーナーなど、盛り

だくさんの内容。ライブや

ダンスでは、大きな拍手が

送られ、会場は温かい雰囲

気に包まれました。

おいしい　楽しい　盛りだくさん！

　２月 27 日、市役所で、Ｊ

Ａ三原から、竹原キャンベ

ルを使ったキャンベルゼ

リー 2,376 個が寄贈されま

した。キャンベルゼリーは、

市内全小中学校の給食とし

て提供され、児童生徒に好

評でした。ＪＡ三原は、学

校給食における地産池消に

も協力しています。

キャンベルゼリー　市内小中学校の給食に
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